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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  低速血流を観察する場合など、ドプラを低い
ＰＲＦに設定する時の、Ｂ像のフレームレートを向上さ
せる。
【解決手段】  操作パネルにより設定されたドプラのＰ
ＲＦをメインコントローラを経て送受波タイミング制御
部で、その時のＢ像の表示深度で許容内の高いＰＲＦに
設定する。送受波タイミング制御部とドプラ間引き回路
により、全体のＰＲＦを高いが、実際に超音波送受信部
から探触子を経て送受波するドプラの繰り返しは設定通
りとなる。この結果、Ｂの送受波が効率よく行われＢ像
のフレームレートの向上を実現できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検者の診断部位に超音波を送波し、前
記診断部位からの反射エコー信号を受波する探触子と、
この探触子へ送波用の超音波の供給と前記探触子からの
前記エコー信号の信号処理を切り替える送受波制御部
と、該信号処理したエコー信号を超音波画像に変換する
変換部と、該変換した超音波画像を表示する表示部とを
備えた超音波診断装置において、超音波画像の複数のモ
ードを設定する設定部と、該設定したモードに基づき送
受波の繰返タイミングを生成するタイミング生成部と、
該生成した送受波の繰返タイミングを前記送受波制御部
に出力する出力部とを備えたことを特徴とする超音波診
断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ドプラ（Ｄ）モー
ドの送受波を行う超音波診断装置に係る。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置において、Ｂ像（以下Ｂ
と呼ぶ）とＤ像（以下Ｄと呼ぶ）を表示装置に同時にリ
アルタイムで表示する場合、超音波走査は図２（ａ）お
よび図６（ａ）に示すようにＢとＤの送受波を交互に行
い、ドプラの送波繰り返し周波数（以降ＰＲＦと呼ぶ）
は、１／（Ｂ＋Ｄ送受波時間）となる。また、通常、ド
プラ周波数を複雑にしないため、ＢとＤの送受波時間を
同じにして、Ｂ，Ｄ，Ｂ，Ｄ…と送波する。そのため、
実際にドプラ送受波を繰り返すＰＲＦ（実効ＰＲＦ）
は、ＢとＤの単体でのＰＲＦ（動作ＰＲＦ）の半分とな
る。すなわち、Ｂ，Ｄ単体の繰り返し周波数は１ＫＨｚ
であるので、Ｂ，Ｄ単体の実効ＰＲＦは５００Ｈｚにな
る。このため、ドプラを低いＰＲＦに設定すると、全て
が低いＰＲＦで送受波を行い、Ｂのフレームレートが低
下する。
【０００３】また、その改善策として、特開平７－１０
０１３５号公報の記載において、Ｄ（ドプラ）送波１回
に対して、複数回のＢの送波を行いフレームレートを向
上する方法が提示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ドプラの送受波は、サ
ンプル点までの超音波の到達時間の２倍で切り替えれ
ば、受波データを得ることができる。しかし、低速血流
の観察時には、それよりも低いＰＲＦを選択し、その結
果、全体のＰＲＦを低く抑制しなければならないため、
Ｂフレームレートを低下させてしまうという問題があっ
た。
【０００５】また、特開平７－１００１３５号公報の記
載においては、単にフレームレートを向上することはで
きるが、実際にＤのＰＲＦを操作する上で、特定のＰＲ
Ｆを得るために、どのような制御によりＢの送波回数を
決定するかという点について配慮していない問題があっ
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た。
【０００６】本発明の目的は、必要な収集時間が短いに
もかかわらず低速血流時にＰＲＦを低く抑制せざる得な
い状態で、収集する間隔の長い超音波画像のモード
（例：ドプラモード）と収集する間隔の短い超音波画像
のモード（例：Ｂモード）が混在する超音波画像の収集
において、収集する間隔の長い超音波画像のモードに影
響されずに収集時間の短い超音波画像のモードで収集さ
れた超音波画像をフレームレートを適正に維持して表示
する超音波診断装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的は、次の（１）
～（３）によって達成される。
【０００８】（１）被検者の診断部位に超音波を送波
し、前記診断部位からの反射エコー信号を受波する探触
子と、この探触子へ送波用の超音波の供給と前記探触子
からの前記エコー信号の信号処理を切り替える送受波制
御部と、該信号処理したエコー信号を超音波画像に変換
する変換部と、該変換した超音波画像を表示する表示部
とを備えた超音波診断装置において、超音波画像の複数
のモードを設定する設定部と、該設定したモードに基づ
き送受波の繰返タイミングを生成するタイミング生成部
と、該生成した送受波の繰返タイミングを前記送受波制
御部に出力する出力部とを備えたことを特徴とする超音
波診断装置。
【０００９】（２）上記（１）の超音波診断装置におい
て、前記設定部によって設定する複数のモードはＢモー
ドとドプラモードであり、これらＢモードとドプラモー
ドとの収集順序を設定する順序設定部と、該設定した順
序を前記生成部に出力する出力部とを備えたことを特徴
とする超音波診断装置。
【００１０】（３)上記（１）～（２）の超音波診断装
置において、前記設定部によって設定する複数のモード
はＢモード、ドプラモード、Ｍモード、カラーフローマ
ッピングＢモードの少なくとも２つのモードであること
を特徴とする超音波診断装置。
【００１１】具体的には、被検体に超音波を送受信する
超音波送受信部と、この超音波送受信部からの反射エコ
ー信号を用いて被検体内の断層データを所定周期で繰り
返して得る断層走査手段と、送波モードに応じて送受波
する間隔を制御する送受波タイミング制御部と、Ｂドプ
ラの送受波を区別し、超音波送受信部にＢとドプラが適
正に収集されるタイミングのドプラのみ送受波させるド
プラ間引きの手段を設けたことにより実現できる。
【００１２】低速血流の観察のために低いＰＲＦを使用
する場合、他のＢモードなどの送受波間隔を断層像の表
示深度などに応じて高いＰＲＦで送受波でき、Ｂの表示
フレームレートを向上することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】図１は、本発明による超音波診断
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3
装置の一実施例の概略構成を示すブロック図である。
【００１４】本実施例の超音波診断装置は、図１に示す
ように、被検体に超音波ビームを送受信する探触子１
と、探触子ビームを形成する超音波送受信部２と、反射
エコーを受波後、電気信号に変換した後、ＤＳＣ３でＡ
／Ｄ変換し、超音波画像データを得る。超音波送受信部
の送受波間隔を制御する送受波タイミング制御部４と、
送受波タイミング制御部と超音波送受信部の間で、有効
なドプラのみ送受波を許可するドプラ間引き回路５と、
画像データをＴＶモニタに表示する画像表示回路６と、
ＴＶモニタ７と、装置条件設定を行う操作パネル８と、
この操作パネルで設定された条件に基づき、前記の各構
成要素の動作を制御するメインコントローラ９から構成
される。
【００１５】本発明の第一の実施例においては、特に、
図２（ｂ）に示すように、低速の血流像を表示する場合
には、従来の走査方法における周波数帯域５００Ｈｚと
同じ帯域５００Ｈｚ以内においてＤをカット（無効）し
てＢのフレームレートを上げるようにしたものである。
図１において、送受信タイミング制御部４は、メインコ
ントローラ９のタイミング転送用ＲＡＭ９ａに、図３に
示すように、ＲＡＭ９ａのアドレス（番号）の０．１
に、それぞれ、Ｂ，Ｄを書き込み、その他のアドレスに
は何も書き込まれないように制御するようになってい
る。データ転送制御部９ｂは、転送クロック発生回路９
ｃからのクロック信号に応じて、ＲＡＭ９ａのデータ
Ｂ，Ｄを交互にドプラ間引き回路５に転送するようにな
っている。ドプラ間引き回路５の間引き数回路５ａは、
メインコントローラ９からの信号により、Ｄの間引き数
（例えば「３」）がセットされ、これがカウンタ５ｂに
転送され、さらに、カウンタ５ｂの出力はドプラ送受無
効化回路５ｃに送られるようになっており、この回路５
ｃはカウンタ５ｂが間引き回路５ａにセットされた間引
き数「３」になるまで、データ転送制御部９ａからのデ
ータＤを無効にしてこれをドプラ（Ｄ）モード送受信部
２に送信せず、その間、データ転送制御部９ａからのデ
ータＢのみを超音波送受信部２に送り、カウンタ５ｂが
「３」を越えた「４」になったときのみ、前記制御部９
ａからのデータＤを前記送受信部２に転送し、そして、
ドプラ送波無効化回路５ｃはカウンタ５ｂを「０」にリ
セットするためのリセット信号を発するようになってい
る。
【００１６】図４は、ドプラ間引き制御のフローチャー
トを示すもので、最初に、前述のように、送受波タイミ
ング制御部４によりＲＡＭ９ａにデータＢ，Ｄが入力さ
れる（ステップ４０）。次に、ドプラ送受波無効化回路
５ｃはそこに送られてくるデータがＤか否かを判断する
（ステップ４１）。データＤでないときは、すなわち、
データがＢであるときは、直ちに、データＢを出力する
（図（ｂ）のＢ）（ステップ４２）。データがＤである
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場合には、カウンタ５ｂに数値「１」を加え（ステップ
４３）、その結果が間引き数「３」と比較される（ステ
ップ４４）。間引き数を一致しないときは、すなわち、
このときのデータＤは無効にされて出力しない（図
（ｂ）のｄ）（ステップ４５）。カウンタ５ｂの数値と
間引き数が一致したときは、カウンタ５ｂの数値を
「０」にリセットする（ステップ４６）とともに、デー
タＤを出力する（図２（ｂ）のｄ′）（ステップ４
２）。
【００１７】次に、本発明の第一の実施例の作用を説明
する。白黒（ＢＷ）でＢ／Ｄ同時表示モードであって、
Ｂの１フレームが５０ラインで構成され、また所望のＢ
像を表示するために、Ｂモードの送受信が、ＰＲＦ４Ｋ
Ｈｚまで可能な時を例に以下を考える。
【００１８】従来のＢとドプラの交互走査では、Ｂ／Ｄ
共にＰＲＦ１ＫＨｚの時間で送受波を行い、ドプラ自体
の送波間隔（実効ＰＲＦ）は、５００Ｈｚとなり、フレ
ームレートは１０となる。
【００１９】図２（ｂ）に示す本発明での走査方法で
は、ＢのＰＲＦが４ＫＨＡｚまで可能なので、全体のＰ
ＲＦを４倍に引き上げ、Ｂ／Ｄ共にＰＲＦ４ＫＨｚの時
間で送受波を行う。
【００２０】送受波タイミング制御部４は、図３に示す
ようにＢ・Ｄの繰り返しデータを、タイミングデータ転
送用ＲＡＭに設定する。データ転送制御部は、転送クロ
ック発剰回路により、４ＫＨｚの間隔でドプラ間引き回
路５を経て、超音波送受信部２に、送受波するモードの
データを通知する。超音波送受信部２は、通知されたモ
ードに応じて、送波電圧や波数を決定し、探触子１によ
り、超音波の送受信を行う。このとき、ドプラ間引き回
路５の間引き数を設定すると、ドプラ送波無効化回路
は、データ転送制御部より通知されるモードデータを参
照して図４に示す制御フローにてドプラ送波を制御す
る。
【００２１】この結果、ドプラ間引き回路５で、ドプラ
送受波を４回に１回のみ有効、残り３回を無効とし、図
２に示す送波制御を実現する。
【００２２】これにより、ドプラ自体の送波間隔は、５
００Ｈｚとなり、フレームレートは、４０となる。
【００２３】従って、Ｂ像の表示深度に応じて、全体の
ＰＲＦをＮ倍まで引き上げれば、フレームレートはＮ倍
に向上する。
【００２４】次に、本発明の第二の実施例を図５に示
す。図５には図１のドプラ間引き回路５は存在しない。
これは、図６（ｂ）に示す本発明の第二の実施例の走査
を行うため、タイミングデータのシーケンスを変更する
ためである。
【００２５】図５において、送受波タイミング制御部４
は、ＲＡＭ９ａに図８に示すようなテーブルを作成す
る。すなわち、ＲＡＭ９ａのアドレス（番号）０～６に
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は、データ（モード）Ｂを対応づけ、アドレス７のみに
データＤを入れるようにする。図７はＲＡＭ９ａにデー
タＢ，Ｄを設定する手順を示す。最初にＢ転送波回数
（Ｎ）（例えば「７」であって図８の番号０～６に相当
する）をセットする（ステップ７０）。次に、初期値ｉ
＝０（番号０）がセットされる（ステップ７１）。ｉ＜
Ｎが比較されて（ステップ７２）、ｉ＜Ｎの場合には、
タイミング転送用ＲＡＭのｉ番目にＢ用の送波データを
セットする（ステップ７３）。そしてｉ＝ｉ＋１にして
元に戻す（ステップ７４）。このようなステップを経
て、ＲＡＭ９ａには、図６（ｂ）に示すデータＢがｂ’
の如く所定のアドレスに入力される。ｉ＜Ｎの条件を満
さないときは、タイミングデータ転送用ＲＡＭ９ａのｉ
番目にＤ用の送波データがセットされる（図６（ｂ）の
データＤのｄ’）（ステップ７５）。次に作用を簡単に
説明するとＢのＰＲＦが４ＫＨｚまで可能なので、全体
のＰＲＦを４倍に引き上げ、Ｂ・Ｄ共にＰＲＦ４ＫＨｚ
の時間で送受波を行う。この時、送波タイミング制御部
４で、Ｂとドプラの送受波を交互でなく、図７に示すデ
ータ設定フローにより、タイミングデータ転送用ＲＡＭ
には、図８に示す送受波データが設定され、データ転送
制御部は、転送クロック発生回路により、４ＫＨｚの間
隔で超音波送受信部２に、送受波するモードのデータを
通知する。
【００２６】これにより、ドプラ自体の送波間隔は、５
００Ｈｚとなり、フレームレートは、７０となる。従っ
て、Ｂ像の表示深度に応じて、全体のＰＲＦをＮ倍まで
引き上げれば、フレームレートはＮ＊２－１倍に向上す
る。
【００２７】ＢＷ  Ｂ／ＭＤ、ＣＦＭＢ／Ｄ、ＭＤ、Ｄ
モードにおいても、同様の制御を行うことにより、フレ*
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*ームレートを向上できる。
【００２８】以上のように超音波の送受波制御を行なう
ことで、ドプラの送受波の繰り返しは間隔に関係なく、
Ｂ像の表示深度の許容範囲内で、Ｂ／Ｄモードのフレー
ムレートを向上できる。
【００２９】
【発明の効果】本発明においては、ＢとＤの送受波を交
互に行うことなく血流が低速の場合にはＤを部分的に送
受波より除去することによりＢ像のフレームレートを向
上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による第一実施例のブロック図である。
【図２】本発明によるＢＷ  Ｂ／Ｄタイミングシーケン
ス例を示す図である。
【図３】図２によるタイミングデータ転送用ＲＡＭの設
定を示す図である。
【図４】図１のドプラ間引き制御フローチャートを示す
図である。
【図５】本発明による第二の実施例のブロック図であ
る。
【図６】図５によるＢＷ  Ｂ／Ｄモードタイミングシー
ケンス例を示す図である。
【図７】図５のタイミングＲＡＭ設定フローチャートを
示す図である。
【図８】図５のタイミング転送用ＲＡＭの設定例を示す
図である。
【符号の説明】
１  探触子、２  超音波送受信部、３  ＤＳＣ、４  送
受波タイミング制御部、５  ドプラ間引き回路、６  画
像表示回路、７  ＴＶモニタ、８  操作パネル、９  メ
インコントローラ

【図２】 【図３】 【図４】
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